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一般社団法人
パチンコ・パチスロ社会貢献機構

パチンコ・パチスロ依存問題への
支援活動報告
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一般社団法人
パチンコ・パチスロ社会貢献機構の主な事業内容
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社会貢献フォーラムの実施 活動報告書の作成・配布

助成事業 ー 社会に今、最も必要とされる研究や活動への助成 ー

特定非営利活動法人　Ｖネット
「能登半島地震被災者支援活動」事業

公益社団法人　心の里親会・奨学会
「児童養護施設で生活する児童への
 支援活動」事業

顕彰事業 ー 遊技業界が実施した社会貢献活動を顕彰 ー

北海道　株式会社 合田観光商事
「授産製品の販売等による
 持続的な障がい者支援活動」事業

佐賀県パチンコ・パチスロ店協同組合
「継続した地域に根ざした
 災害支援活動」事業

パチンコ・パチスロ依存問題への支援活動

（一社）パチンコ・パチスロ社会貢献機構（POSC）は、遊技業界や民間、公的機関などと
連携・協力しながら、以下の事業を中心に活動しています。

（一社）パチンコ・パチスロ社会貢献機構では、全国のパチンコ・パチスロホール
組合の連合組織である全日本遊技事業協同組合連合会（全日遊連）や遊技
業界とともに依存問題の予防や解決に取り組むNPO法人・団体を2006年から
20年以上にわたり積極的に支援しています。
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各都道府県組合と協力し、毎年、活動を支援しています。

● 2023年度パチンコ・パチスロ依存問題に取り組む
団体への助成
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遊技産業からの出向者や遊技産業での勤務経験を
持つスタッフが行う電話相談事業、広報・啓発事業
（ニューズレター発行、啓発ポスター、自己診断アプリ
など）、支援・連携活動事業（公的研究への協力、回復
施設などとの連携・協力）、セミナー、講演会などの企
画開催、などの活動を実施。

「ぱちんこ依存問題に関する相談
　および回復支援」事業

特定非営利活動法人 リカバリーサポート・ネットワーク

日本初のギャンブル依存症回復（入所）施設として
2000年に設立。パチンコ・パチスロ依存問題を抱える
人や家族への支援（面談、入所支援、余暇支援、生活
支援など）を行い、これまで1,000人を超える人々に寄
り添い、社会参加の手助けを行った。また、全国各地
でセミナーを開催し情報を発信している。

「依存の問題を抱える人を対象とした
　個別相談・支援」事業

認定特定非営利活動法人 ワンデーポート

「依存」についての正しい知識と理解
を深めることを目的に、山形県内で行
われている依存への対策や取り組み
について理解を深めるフォーラムを開
催した。医学的な視点や公的機関によ
る支援策、当事者の苦しみなどを具
体的に紹介し、新聞メディアでの周
知・啓発も行った。

共同助成：山形県遊技業協同組合

「依存問題について理解を広めるフォーラム
　in 山形」事業

依存問題について理解を広めるフォーラムin山形　実行委員会

依存症は誰もがなる可能性があ
り、早期介入や適切な支援によっ
て回復が可能である。そうした情
報を若年から知ることは、依存症
の予防や増加を防ぐことにつなが
るため、新成人を読者対象とする
啓発冊子の作成と依存症回復支
援活動を併行して実施した。

「依存症回復と啓発のための社会貢献」事業
共同助成：兵庫県遊技業協同組合

一般社団法人 リカバリーライフ
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● 2022年度
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ギャンブル等依存症を正しく理解する
ために、専門家、家族会や支援組織、
医師らによる基調講演やパネルディス
カッションを実施した。シンポジウムの
様子は、山梨日日新聞紙上に採録記
事が掲載されたほか、YouTubeによる
録画配信も行われ、当日の模様が広く
周知された。

「ギャンブル等依存症の理解を深めるための
　シンポジウム」事業

山梨ギャンブル依存症を考えるシンポジウム　実行委員会

共同助成：山梨県遊技業協同組合

依存からの回復を支援するコミュニティとして三重県で20年以上の経験を持つ団体が、依存から回復
するための就労と社会参加を促すプロジェクトに取り組んだ。依存問題を抱える方に積極的な社会参
加を促すため弁当屋事業（就労継続Ｂ型事業）を志摩市内で開始した。

「三重県志摩地域におけるギャンブル問題からの
　回復者の社会参加促進」事業

特定非営利活動法人 三重ダルク

ギャンブル等依存問題に関する偏見
や差別の解消を目指し、正しい知識と
理解を深め、依存問題の未然防止と
依存症者や家族に対する適切な治療・
支援につなげるためのシンポジウムを
長崎市で実施した。依存問題の具体
的事例や回復への道筋を知る機会と
なった。

「ギャンブル等依存症について考えるシンポジウム 
　in 長崎」事業
共同助成：長崎県遊技業協同組合

ギャンブル等依存症について考えるシンポジウムin長崎　実行委員会

茨城県における依存問題の現状につ
いて理解を深め、依存予防に取り組む
ために、有識者による基調講演やパネ
ルディスカッション、茨城県遊技業協
同組合による取り組みの報告といった
内容の啓発フォーラムを実施した。
フォーラムの様子は茨城新聞紙面で
紹介した。

「依存問題についての理解を広めるフォーラム
　in 茨城」事業

依存問題についての理解を広めるフォーラム　実行委員会


